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赤い羽根・共同募金運動はじまる
　赤い羽根・共同募金は、民間の社会福祉事業を支援するため「社会福祉法」に位置づけられ、毎年
10月１日から12月31日までの間、全国一斉に展開されています。
　この募金は、市内の全小・中学校での児童・生徒への福祉教育などの取り組みや各地域の福祉会、
障がい児・者への福祉事業に使われています。今年もみなさんのご理解とご協力をお願いします。

「笑顔咲け！」羽根にたくしたこの思い

た
す
け
あ
い
の
心

東
日
本
大
震
災
へ
の

支
援

平
成
23
年
度
募
金
の

使
い
み
ち

共
同
募
金
は
計
画
募
金

平
成
23
年
度
の

募
金
目
標
額

多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
い
る
共
同
募
金

１
世
帯
７
０
０
円
の

目
安
額

平
成
22
年
度
の

募
金
実
績
額
は
、

１
２
７
８
万
８
６
１
４
円

項目 金額
高齢者の福祉
☆在宅介護者の会への支援　☆小地域ネットワーク活動助成金

450,000円

児童・青少年の福祉
☆福祉教育読本「ともに生きる」の活用
☆福祉教育推進校（園）指定事業
☆地域福祉文庫連絡協議会活動の支援

1,417,000円

障がい児・者の福祉
☆身体障害者福祉協会への支援　☆手話講習会助成金
☆声の広報配布事業　　　　　　☆おもちゃ図書館運営支援など

1,742,000円

母子・寡婦福祉
☆母子・寡婦福祉会への支援

295,000円

県内の福祉施設や災害準備金
☆県内全域を対象とした社会福祉施設や福祉団体に
☆災害準備金などに

3,943,104円

福祉会活動の支援に
☆地域住民の自主的な地域福祉活動

2,965,000円

ボランティア活動に
☆福祉ボランティア活動連絡協議会への支援
☆大島地区ボランティア団体助成金など

567,000円

情報提供・啓発活動に
☆社協だよりの発行

639,300円

共同募金の事務費に
☆チラシの作成、資材の購入など

770,210円

www.a ka i h ane .o r. j p
赤い羽根データベース『はねっと』をご覧ください

10月１日㈯
▼

12月31日㈯

　
日
本
で
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
っ
て
60
年
以
上
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
会
経

済
状
況
も
急
激
な
変
化
を
見

せ
、
人
々
の
生
活
も
意
識
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
共
同

募
金
は
、
人
々
が
と
も
に
生

き
て
い
こ
う
と
い
う
「
た
す

け
あ
い
」の
心
に
支
え
ら
れ
、

人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
と
も

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
て
各
世
帯
に
お
願
い
す

る
「
戸
別
募
金
」
を
は
じ
め
、

市
役
所
、
学
校
の
職
員
、
各

福
祉
関
係
団
体
を
対
象
に
図

書
カ
ー
ド
な
ど
の
資
材
を
活

用
す
る
職
域
募
金
、
学
校
や

病
院
、
公
共
施
設
、
事
業
所

な
ど
に
募
金
箱
を
設
置
す
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
で
１
２
７
８
万
８

６
１
４
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
に
宗
像
市
で

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
全
て

福
岡
県
共
同
募
金
会
へ
送
金

し
、
配
分
委
員
会
な
ど
の
審

査
の
後
、
平
成
23
年
度
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
含
む
各

申
請
団
体
な
ど
に
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
22
年
度
に
集

ま
っ
た
募
金
は
（
表
１
）「
平

成
23
年
度
共
同
募
金
の
使
い

み
ち
」
の
よ
う
に
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
同
募

金
は
、
募
金
を
し
た
地
域
で

生
き
る
寄
付
金
で
す
。

　
都
道
府
県
共
同
募
金
会
で

　
共
同
募
金
は
、
募
金
が
集

ま
っ
て
か
ら
使
い
み
ち
を
決

め
る
募
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
事
前
に
地
域
福
祉
の
た
め

の
使
い
み
ち
の
計
画
を
立
て

ま
す
。
こ
の
使
い
み
ち
の
計

画
に
必
要
な
額
が「
目
標
額
」

に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
「
目
標
額
」
は
、

昨
年
度
実
績
と
同
額
の
１
２

７
８
万
８
６
１
４
円
で
す
。

　
市
全
体
の
「
目
標
額
」
は

１
２
７
８
万
８
６
１
４
円
で

す
が
、「
１
世
帯
で
は
ど
れ

だ
け
の
金
額
を
協
力
し

た
ら
い
い
の
か
」
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
に
く

い
た
め
、「
１
世
帯
７

０
０
円
を
目
安
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
と
、
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
が

実
施
で
き
ま
す
」
と
目

安
額
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
安
額
を
示
す

こ
と
が
強
制
と
受
け
取

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
決

し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま

　（
表
２
）「
共
同
募
金
実
績

額
の
推
移
」
を
み
る
と
、
戸

別
募
金
（
各
世
帯
か
ら
の
募

金
）
が
共
同
募
金
全
体
の
約

9
割
を
占
め
、
市
内
の
多
く

は
毎
年
、
災
害
準
備
金
を
積

み
立
て
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
震
災
は
、
被
害

が
大
規
模
で
広
範
囲
に
及
ん

で
い
る
た
め
、
全
国
の
共
同

募
金
会
か
ら
一
定
額
を
拠
出

し
、
中
央
共
同
募
金
会
が
運

用
、
主
に
被
災
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
な
ど
を

調
整
す
る
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち

上
げ
費
用
や
活
動
に
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

の
世
帯
か
ら
の
募
金
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
、
自
治
会
長
や
組

長
、
事
業
所
や
公
共
施
設
、

学
校
の
先
生
や
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
く
の

支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
遣
い
が
、

地
域
福
祉
に
大
き
く
活
用
さ

れ
、
よ
り
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
っ
て
い
く
原
動
力
と
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

せ
ん
。
募
金
目
標
額
を
達
成

す
る
た
め
に
お
願
い
す
る

「
目
安
」
で
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
で
き
る
範
囲
内
で
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
目
標
額
を
達
成
す
る
こ

と
で
（
表
１
）「
平
成
23
年

度
の
使
い
み
ち
」
の
よ
う
な

事
業
・
活
動
を
平
成
24
年
度

も
安
定
、
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

12,951,788 13,116,377 12,965,935 12,836,845 12,788,614
13,023,226

12,008,759 11,936,079 11,982,795 11,836,998 11,703,25812,024,979

戸別募金 合計

（表２）共同募金過去６年間の実績額の推移

子どもまつりでの募金の呼びかけ

共同募金の使いみち共同募金の使いみち共同募金の使いみち
平成23年度

平成22年度の実績額は、1,278万8,614円でした。
この募金は平成23年度、下記のような事業に活用されています。
ありがとうございました。

（表１）
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バスハイク参加者募集中！バスハイク参加者募集中！
市母子寡 婦 福 祉 会 宗像市福祉教育セミナー

共
同
募
金
の
配
分
活
用

　
自
治
会
を
は
じ
め
、

住
民
相
互
の
助
け
合
い

で
集
め
ら
れ
た
共
同
募

金
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
吉
武
地
区
の
多
く
は
昔
な
が
ら
の
近
所
づ

き
あ
い
が
残
る
田
園
地
域
で
す
。
地
区
福
祉

会
は
昭
和
63
年
に
発
足
、
平
成
15
年
に
は
地

区
内
を
順
番
に
訪
問
し
て
開
催
す
る
出
張

型
の
サ
ロ
ン
（
す
み
れ
サ
ロ
ン
）
を
開
始

し
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら

は
、
地
域
全
体
の
行
事
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

小
地
域
ご
と
の
サ
ロ
ン
な
ど
は
福
祉
会
が
中

心
と
な
っ
て
お
互
い
協
力
し
合
い
な
が
ら
地

域
福
祉
事
業
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
よ
り
配
分
さ
れ
ま
し
た
財
源

は
、
す
み
れ
サ
ロ
ン
以
外
に
も
子
ど
も
と
高

齢
者
の
ふ
れ
あ
い
活
動
や
、
世
代
間
交
流
事

　
宗
像
市
地
域
福
祉
文

庫
連
絡
協
議
会（
以
下
、

「
文
庫
連
」）
は
、
０
歳

か
ら
高
齢
者
ま
で
市
内
の
み
な
さ
ん
に
絵
本

の
楽
し
さ
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
５
つ
の
文
庫
（
自
由
ヶ
丘
文
庫
、
く

ま
の
こ
文
庫
、
お
ひ
さ
ま
文
庫
、
お
い
で
お

い
で
文
庫
、
仲
よ
し
文
庫
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
を
拠
点
に
絵
本
の
貸
し
出
し
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
行
い
、
絵
本
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
５
つ
の
文
庫
で
構
成
す
る
文
庫
連
で
は
、

市
や
県
で
開
催
し
て
い
る
研
修
会
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
会
員
の
資
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

業
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
バ
ス
ハ
イ
ク
、
住
民
を
対
象
に
し
た
福
祉

講
演
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
な
ど
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
福
祉
会
が
で
き
て
23
年
、
サ
ロ
ン

活
動
を
始
め
て
８
年
を
迎
え
ま
す
。
定
期
的

に
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
自
治
会
長
・
民
生
委

員
児
童
委
員
の
人
た
ち
と
連
携
し
な
が
ら
、

少
子
高
齢
化
す
る
地
域
を
見
守
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
福
祉
活
動
は
地
道
な

活
動
の
継
続
で
す
。
共
同
募
金
か
ら
の
支
援

金
を
生
か
し
て
、
今
後
と
も
地
域
で
の
福
祉

教
育
・
福
祉
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
の
方
の
支
援
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
講

演
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
多
く
の
方
々
の
善

意
に
支
え
ら
れ
、
集
め
ら
れ
た
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
の
配
分
で
、
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
心
か
ら
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

　
み
な
さ
ん
が
絵
本
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
、

楽
し
く
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
お
手
伝
い

が
少
し
で
も
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
を
込

め
て
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る
助
成
に
感
謝

◆基調講演「福祉のまちづくりと福祉教育／江玉睦美」

◆福祉体験・交流学習

絵
本
の
楽
し
さ
を
届
け
る
文
庫
活
動

吉
武
地
区
福
祉
会
会
長
　
矢
野
　
邦
彦

宗
像
市
地
域
福
祉
文
庫
連
絡
協
議
会
会
長
　
逸
見
　
清
美

健康意識の高まりを感じたミニまつり

　市母子寡婦福祉会が、市内在住の母子家庭の親子を対象にバスハ
イクを開催します。今年はハウステンボスに行きます。
　あなたも、母子家庭の仲間と親子で楽しいひとときを一緒に過ご
してみませんか。

●日　程　10月30日（日）
●行　先　ハウステンボス
　　　　　（長崎県佐世保市）
●対　象　市内在住の
　　　　　母子家庭の親子
●参加費
▽会　員＝１人500円
▽非会員＝１人800円
●定　員　抽選で30人
■申込方法
　10月13日（木）までに市社会福祉協議会へ電話（37）１３００で申し込む

　大島福祉センター（ふれ愛センター）で、７月30日「第
６回健康・福祉ミニまつり」が開催されました。
　福祉への関心と健康意識の啓発を目的に取り組んできた
「ミニまつり」。今年もたくさんの来場者がありました。
　今回初めての企画として、島内で医療に携わっている２
人の医師が健康講座を担当しました。大島診療所医師によ
る「熱中症予防について」そして歯科医師の「舌のはなし」
という内容でした。

　分かりやすく丁寧な説明に、参加者から「来年も！」との声がありました。
　また介護老人保健施設「よつづか」からは、リハ
ビリ担当の指導員らが“頼れる助っ人”として毎年
協力してくれます。今年の「お茶の間筋トレコーナー」
では「玄米ニギニギ体操」を指導してくれました。
　来年も多くのボランティアと力を合わせて、島の
みなさんに喜んでもらえる“ミニまつり”にしてい
きたいと思います。

～一人で悩まないで仲間になってください～
　母子家庭や寡婦家庭には、苦労や悩みを抱えているお母さんが多
いと思います。
　会では、このような悩みを少しでも和らげ、同じ悩みを持つ者同
士の交流・情報交換会（サロン活動）や研修会、会員や家族との交
流事業（一日バスハイク）などを実施しています。
　会では、「母子や寡婦家庭の悩みや苦労は、一人で悩まず、抱え込
まず、仲間で語り合い、分かち合い、お互い支えあいましょう」をテー
マに活動しています。
　会には、いつでも入会することができます。会の活動に関心がある、
仲間が欲しいと思っている母子家庭や寡婦家庭のお母さんは、ぜひ
私たちの仲間になってください。入会の申し込み、会の問い合わせは、
市社会福祉協議会まで。

昨年は食品サンプル作製会社で
本物そっくりの「パフェ」を作りました。
今年はハウステンボスに行きますよ！

　メイトム宗像で８月18日、第７回宗像市福祉教育セミナーを開催しました。
　このセミナーには、学校関係者、民生委員・児童委員、福祉会関係者、ボランティ
アら202人が参加しました。
　筑紫女学園大学講師の江玉睦美さんが講演。その後、分科会に分かれ福祉体験や
交流学習を実施しました。

　教育は人として生きていくために必要なものを
身につけるためのもの。一方、福祉は人が人として、
よりよく生きていくために必要なもの。どちらも
人間形成に欠かせません。『まちづくりは人づくり』
と言うように、福祉教育を通して個人が形成され、
その個人が集まって集団（地域・まち）がつくら
れます。集団の中で、自分で選択し決定する力や
実践・活用する力を学ぶことで、弱者と強者の関係ではなく、一人ひとりの人間と
してつながる『ともに生きること』の大切さに気付くことができます。現代社会は、
少子化・地域社会における連帯感の希薄化が進み、これまで家族や地域の中で自然
になされていた日常の福祉教育がなくなりつつあります。また『脱ゆとり教育』で
学校において福祉教育を担ってきた『総合学習の時間』が少なくなっています。そ
のような中では、人間教育として福祉教育の必要性を見つめなおし、学校教育にカ
リキュラムとして意図的・計画的に福祉教育を組み込んで展開していくことが大
切。さらに、子どもたち以外の人に対する福祉教育として、学校・家庭・地域がお
互いに『教える・学ぶ』の役割を交代しながら学習を進めることが重要です。
　今ある『つながり』を意識するための方法としては実際に書いてみることが大切
です。家族や近所の『人』や『物』『場所』など、自分と関係する存在を書き出し
て大切な順や関係の深い順につないでみることで、自分がその中で生きていること
を意識することができます。

　参加者からは「書くことで意識するという事は印象的でした」や「福祉と教育の
概念が少し理解できた」などの感想が寄せられました。

　分科会では、
①視覚障がいガイド体験　②高齢者擬似体験
③車イス体験　　　　　　④手話体験
⑤障がい当事者による講話・交流会
をしました。
　これらの体験学習や交流会は、市内で活動
している各ボランティアグループや市内近郊
に住む当事者のみなさんの協力で実施しまし
た。
　学習後に、「誰でも障がい者になる可能性
があることも分かりました」「災害時の障が
い者へのケアをどうするべきかが重要である
ことを感じました」「体験して初めて分かる事が多かったです」など
たくさんの感想が寄せられるとともに、「参考になった」との回答が
多くありました。
　また、「関係者だけでなくもっと一般市民にも広く周知して参加を
募るべき」などの意見も寄せられ、今後につながるセミナーとなり
ました。

多くの参加者があった同セミナー

視覚障がいガイド体験で
階段の下りをガイド

健健健健健健健健健健健健健康健康健康康康康康康康康康康康康康康・康・・福・・福福福福福福福福福福福福福福祉福祉福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉健健健健健健康健康康康康康康康康康康康康康康康康康 福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉福祉福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉福福福福福福福福福福福福福福祉福祉福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉

ミミミミミニニニ
健康・福祉

ミニまつり

n大島ii 島島島島島i 島島島島島島島島島i 島島島島島島島島島島島島in大島

胸
の
位
置
で
し
っ
か
り
ニ
ギ

ニ
ギ
し
て
く
だ
さ
〜
い
！
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

講
座
」参
加
者
募
集
！

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随

時
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た

め
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

南郷地区で
地域福祉活動計画の策定始まる！

電
車
に
乗
っ
て

�

出
か
け
よ
う

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

�
「
ま
ち
」
を
目
標
に

～
「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
か
ら
～

日
曜
日
、第
１
土
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎（
37
）４
１
０
０  

フ
ァ
ッ
ク
ス
＝（
37
）４
１
０
１

　「
自
動
販
売
機
は
使
い
づ

ら
い
ね
、
低
い
所
に
押
し
ボ

タ
ン
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

と
車
イ
ス
と
ア
イ
マ
ス
ク
を

使
っ
た
擬
似
体
験
で
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
を

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北

九
州
市
に
あ
る
施
設
を
訪

ね
、
海
や
大
気
の
汚
染
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
、「
便

利
さ
を
追
求
し
た
生
活
を
や

め
て
、
地
球
や
自
然
の
こ
と

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
気
づ
き
ま
し
た
。
古
代
か

ら
受
け
継
い
だ
歴
史
・
自
然

史
を
学
び
、
地
球
を
守
る
使

命
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し

た
。

　
最
終
日
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
、

多
く
の
人
が
利
用
す
る
「
ユ

リ
ッ
ク
ス
」
を
障
が
い
の
あ

る
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
検
証

し
て
み
ま
し
た
。「
多
目
的

ト
イ
レ
は
広
く
て
使
い
や
す

い
」
と
良
い
点
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
じ
ゅ
う
た
ん
張
り

の
床
だ
と
車
イ
ス
の
車
輪
は

滑
り
に
く
い
な
」「
エ
レ
ベ
ー

タ
の
場
所
が
分
か
り
づ
ら
い

ね
」
な
ど
、
改
善
す
る
点
が

多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
の
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と

接
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
た
く
さ
ん
の
支
え
が

肝
心
で
す
。
受
講
者
一
人
ひ

と
り
が
、「
勇
気
」
と
「
思

い
や
り
」
を
胸
に
「
強
い
支

え
」
に
育
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
数

多
く
の
お
も
ち
ゃ
図
書
館

（
＊
２
）
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
支
援
の
一

環
で
、
本
市
お
も
ち
ゃ
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
在
、

新
し
い
お
も
ち
ゃ
を
作
り
、

送
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル

受
講
者
も
、
心
を
込
め
て
書

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
被
災
地

の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る
こ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
の
あ
る
人
を
対
象
に
開

催
。
今
年
は
、身
近
な
「
食
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
ま

す
。
何
が
で
き
る
か
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
11
月
９
日
（
水
）

午
前
９
時
45
分
～
午
後
４

時
（
予
定
）

　（
受
付
　
午
前
9
時
15
分
）

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
　

結
工
房

●
対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
て
み
た
い
人
や

本
講
座
に
興
味
の
あ
る
人

●
定
員
　
先
着
20
人

●
持
参
品
　
筆
記
用
具
、
弁

当
、
飲
み
物

●
参
加
費
　
３
０
０
円
（
保

険
代
他
）

●
申
込
締
切
日
　
11
月
１
日

（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

＊
第
1
土
曜
日
と
日
曜
日
・

祝
日
の
申
し
込
み
は
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
37
）
４
１
０
１
か
、

メ
ー
ルv-net@

city.
m
unakata.fukuoka.
jp

で
受
付

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定
（
左

記
参
照
）

午　前
★開講式
★ボランティアについて
★「食」について考えよう

12:30〜13:15 昼食・休憩

午　後

★「食」の情報について知
ろう

★自分にできるボラン
ティア活動を考えよう

★閉講式

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
外
出

行
事
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
目
的
地
は
、
門
司
港
レ
ト

ロ
で
す
。

　
今
回
は
、
電
車
の
時
刻
を

自
分
た
ち
で
調
べ
た
り
、
現

地
で
の
見
学
場
所
や
昼
食
の

方
法
な
ど
も
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
き

ま
す
。

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
障
が

い
の
あ
る
相
談
員
）
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
計
画
を

立
て
、
楽
し
い
1
日
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
い
内
容
や
行
程
は
、

同
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
30
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3

時
30
分
（
予
定
）

＊
荒
天
時
は
11
月
６
日（
日
）

に
延
期

●
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
話
し
合

い
日
時

10
月
24
日
（
月
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午

＊
希
望
者
の
み

●
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人

●
定
員
　
先
着
20
人

●
参
加
費
　
交
通
費
、
昼
食

代
な
ど
実
費
負
担

●
申
込
締
切
日
　
10
月
14
日

（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

　
同
セ
ン
タ
ー

�

☎
（
34
）
２
４
１
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
＝
（
34
）
２

４
２
２

　南郷地区で、住民主体で地
域福祉活動をしていくための
計画を策定しています。
　その第１回策定委員会（委
員長・松本信義さん）が７月
23日に開催されました。
　策定委員会は、地区の区長
会、民生委員・児童委員、老
人クラブ、福祉協力員、食生活改善推進会、コミュニティ
運営協議会から選出された13人で構成。策定委員会は
現在、グループワーク形式で進められ、今後の南郷地
区の良いところを残していくためにどうしたらいいか。
また、課題はどうしたら改善できるかを委員が知恵を
絞って議論しています。
　この計画は平成24年度か
ら５カ年にわたって推進され
ます。
　市社会福祉協議会は、毎年、
各地区福祉会に呼び掛け、地
区別に計画の策定を支援して
います。南郷は、市内では３番目の取り組みになります。

　コミュニティ運営協議会
健康福祉部会と地区福祉会
とが一体化しているという
特徴を持つ南郷地区。
　今後の南郷地区が計画を
実行し、住民同士のつなが
りを守る住みよい地域にな
るよう応援していきます。

と
に
し
ま
し
た
。

（
＊
１
）　

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
か
ら
、
年
齢
・
障
が
い

の
有
無
・
性
別
・
言
語
を
超

え
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

（
＊
２
）　

お
も
ち
ゃ
の
素
晴

ら
し
さ
と
遊
び
の
楽
し
さ
を

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
伝

え
、
療
育
機
能
も
備
え
た
施

設

ボタンに届きません使いやすいトイレについて学習

健やかな日々を祈って

　

今
年
は
３
日
間
、
福
祉
と
環
境
、
歴
史
に
関
す
る
学

習
を
し
、
小
学
３
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
の
37
人
が
受

講
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
に
な
る

に
は
、
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
…
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
＊
１
）」
の
学
習
を
通
し
な

が
ら
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

ほんのひととき、介護の手を休めて
リフレッシュしませんか。
～在宅介護者一泊リフレッシュセミナー～

　市内在住で、在宅介護をしている人を対象に「在宅介護者一泊リフレッシュ
セミナー」を開催します。
　このセミナーは、在宅介護者のリフレッシュと学習会（個別相談）を兼ね、
１泊で実施します。介護や介護保険などに詳しい市社会福祉協議会職員や市
在宅介護者の会「ひまわり」の役員も同行します。
　あなたも介護の手を休めて、介護や介護保険に関する学習や相談を通して、
同じ介護者との楽しいひとときを一緒に過ごしてみませんか。
●主　催　宗像市、市社会福祉協議会
●実施日　10月28日（金）～同29日（土）
●対　象　市内在住で、在宅介護をしている人
●行先･宿泊地　山口県長門市湯本温泉（予定）
●参加費　１人5,000円　　●募集人員　抽選で30人
■申込方法　10月13日（木）までに市社会福祉協議会☎（37）１３００へ
　電話で申し込む

地区の良いところ、
悪いところを分類中

意見交換が盛んです

班
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
発
表

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）安
部
恒
喜�

（
日
の
里
）

・（
故
）秋
山
槌
弘�

（
武
丸
）

・（
故
）内
田
良
平�

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）八
尋
虎
雄�

（
池
浦
）

・（
故
）中
嶋
陳
也�（
自
由
ヶ
丘
西
町
）

・（
故
）村
上
昭
信�

（
田
熊
）

・（
故
）田
中
隆
二�

（
日
の
里
）

・（
故
）松
本
髙�

（
光
岡
）

・（
故
）吉
武
一
巳�

（
原
町
）

・
清
水
熊
雄�

（
牟
田
尻
）

・（
故
）佐
藤
武
子�

（
大
島
）

・
次
郎
丸
健
作�

（
大
井
台
）

・
下
村
康
範�

（
陵
厳
寺
）

・（
故
）目
原
ヒ
サ
ヱ�

（
大
島
）

・（
故
）荒
木
マ
ツ
子�

（
田
熊
）

・（
故
）伊
藤
信
之�（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・（
故
）呉
羽
昌
次�

（
赤
間
）

・（
故
）金
丸
孝
夫�

（
村
山
田
）

・（
故
）小
田
義
光�

（
池
田
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・（
故
）舩
越
保
男

�

（
初
盆
寄
付
・
大
島
）

�（
平
成
23
年
８
月
31
日
受
付
分
ま
で
）
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